
「565」は、次の容器及び包装等を示す。

国 連 番 号

組 合 せ 容 器

包装物当たりの許容質量
外 装 容 器

旅客機 旅客機以外の航空機

3356

`
25‰（包装込みの質
量）

１Ａ２，１Ｂ２，１Ｇ，１
Ｈ２，１Ｎ２，３Ａ２，３
Ｂ２，３Ｈ２，４Ａ，４Ｂ，
４Ｃ１，４Ｃ２，４Ｄ，４
Ｆ，４Ｇ，４Ｈ１，４Ｈ２

「570」は、次の容器及び包装等を示す。

国連
番号

組 合 せ 容 器

内 装 容 器

内装容器当たりの許
容容量

包装物当たりの許容
容量

外装容器
旅客機 旅客機以外

の航空機 旅客機 旅客機以外
の航空機

液体 １Ｄ，１Ｇ，
１Ｈ２，３Ｈ
２，４Ｃ１，
４Ｃ２，４Ｄ，
４Ｆ，４Ｇ，
４Ｈ１，４Ｈ
２

3103 プラスチック製容器 0•5Ê １Ê ５Ê 10Ê

3105 プラスチック製容器 0•5Ê １Ê ５Ê 10Ê

3107 プラスチック製容器 １Ê 2•5Ê 10Ê 25Ê

3109 プラスチック製容器 １Ê 2•5Ê 10Ê 25Ê

固体

3104 プラスチック製容器
プラスチック袋

0•5‰ １‰ ５‰ 10‰

3106 プラスチック製容器
プラスチック袋

0•5‰ １‰ ５‰ 10‰

3108 プラスチック製容器
プラスチック袋

１‰ 2•5‰ 10‰ 25‰

3110 プラスチック製容器
プラスチック袋

１‰ 2•5‰ 10‰ 25‰

~ 等級が３の輸送許容物件の場合、容器及び包装は、等級が２の輸送許容物件を輸送する場
合の要件に適合すること。

「622」は、次の容器及び包装等を示す。

単 一 容 器

１Ａ２，１Ｂ２，１Ｄ，１Ｇ，１Ｈ２，３Ａ２，３Ｈ２，４Ｃ１，４Ｃ２，４Ｄ，４Ｆ，
４Ｇ

「Ｙ640」、「Ｙ641」及び「Ｙ642」は、次の容器及び包装等を示す。

包装
基準 等級

組 合 せ 容 器

内 装 容 器
内装容器
当たりの
許容容量

包装物当
たりの許
容容量

総質量 外装容器

ガラス製又は陶製容器 0•1Ê ドラム
ジェリカン
箱

Ｙ640 ２ プラスチック製容器 0•1Ê 0•5Ê

金属製容器 0•1Ê
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官
報

a 毒物類
「620」は、次の容器及び包装等を示す。
１）一般規定
ア）第一次及び第二次容器は、適切な方法で密封し、防漏性で、かつ、95hPa以上の内部ゲー
ジ圧力差及び－40℃から55℃までの温度変化に漏えいなく耐えるものに限ること。
イ）液状の物質を入れる場合に使用する吸収材又は緩衝材は、当該液状物質を全量吸収する
ことができる量とすること。２個以上の第一次容器が１個の第二次容器に収納収納される
場合、第一次容器間の接触がないように個々に包装するか、又は分離して包装すること。
ウ）外装容器は、硬質のもので、少なくとも直方体の一面は各辺10‹以上とすること。
エ）病毒を移しやすい物質と他の物件（当該病毒を移しやすい物質を輸送するために必要な
ものを除く。）を同一の外装容器に収納してはならない。
オ）30`以下の引火性液体、腐食性物質及びその他の有害物質であって、第24条に該当する
場合は、病毒を移しやすい物質を収納した第一次容器に収納すること。この場合にあって
は、引火性液体、腐食性物質及びその他の有害物質に係る他の要件は適用しなくともよい。

２）環境温度又はそれ以上の温度による輸送の場合
第一次容器は、ガラス、金属又はプラスチック製であること。

３）冷蔵又は冷凍による輸送の場合
外装容器内に氷又はドライアイスを入れる場合は、氷等が溶け出した後、その原位置に第
二次容器を保持するための内部支持物を設け、かつ、氷を入れる場合にあっては、漏水防止
性のもの、ドライアイスを使用する場合にあっては、気化するガスの放散のための適当な手
段を講じた外装容器とすること。
４）液体窒素中で輸送される場合
第一次容器はプラスチック製で、第一次及び第二次容器ともに液体窒素の温度に耐えるも
のであること。
５）凍結乾燥物質の場合
第一次容器は、火炎で封印されたガラスアンプル又はゴム栓を施した金属製シール付きガ
ラス製小瓶とすることができる。
６）外装容器内に内容物の項目リストを封入すること。

~１）一容器当たりに含まれる液体は20`未満で、かつ容器の容量の10％未満であること。
２）容器は漏水防止性のものに限ること。
３）容器及び包装は等級が２の輸送許容物件を輸送する場合の要件に適合すること。

~１）化学酸素発生装置は、包装を除いた状態で高さ1•8Nでの落下試験を行ない、その結果
内容物の流出や作動を生じないこと。
２）２つ以上の作動防止装置が備つていること。
３）包装物内で１個の当該装置が作動した場合であっても、次の条件を満たす包装とするこ
と。
ア）他の装置が作動しないこと。
イ）容器の材質は着火しないこと。
ウ）包装物の表面温度が100℃を超えないこと。
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